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所属：東京電機大学システムデザイン工学部 
代 
表 
者 

 

職名：准教授  

氏名：並川 健一  

②  題 目 ： 日台整数論研究集会 

（英文名 ：  Japan-Taiwan Number Theory Conference   ） 

③実施期間：   2025 年 9 月 1 日～2025 年 9 月 5 日（5 日間） 

④参加者数：   36 名  （内、外国機関所属者 18 名） 

⑤講 演 数：    21 コマ（内、英語で行われたもの 21 コマ） 

⑥合宿型セミナーの概要（開催目的、成果など）： 
本研究集会では, 日本, 台湾双方の研究者を招聘し, 最新の研究成果の報告すること, および今後の研究交流

へ向けた討論の場を提供することを目的として開催した. とくに今後の研究交流を見据えて, 参加者の多くは

学生, ポスドク, 助教の若手で構成されており, 同世代の研究者との長期的な関係の形成のきっかけを与える

ことを念頭においている. 台湾では関数体の整数論が主流であったが, 近年, 保型表現論も盛んになってきて

いるため, 主に台湾のこの新しい世代に焦点を当て, 表現論, 周期積分に関連する研究者を招聘した. 集会で

は, 岩澤理論・Langlands 対応・周期積分・多重ゼータ値・数論的力学系・超幾何関数など分野を横断する主

題を扱う研究発表が行われ, 各分野の参加者へ新たな知見, 研究の方向性を提供できた. また集会会場は集会

開催時間以外にも使用をすることができ, 夜分まで会場を使用する参加者も見られた. 期間中は常時, 参加者

同士による議論・情報交換が行われ, 合宿型での開催による目的が達されたと考えられる.   

 
 

研 

究 
成 

果 

の 

公 

表 

方 

法 

⑦ 講究録を      □発行する     ☑発行しない 
     ※発行する場合：原稿完成予定時期       年  月  日頃 

⑧ 講究録以外の方法で報告集を発行する場合： 
     タイトル： 
     出版社：        出版予定時期：   年  月  日頃 
⑨ 専門誌等による場合： 
   主要な論文リスト（掲載予定、プレプリントを含む。準備中も可） 
Y. Cheng, Local newforms for generic representations of unramified U(2n+1) and Rankin-Selberg integrals, 
preprint. 
J. Koizumi, Y. Murakami, K. Sano and K. Takehira, Irreducibility of polynomials defining parabolic parameters 
of period 3, preprint. 
S. Kumabe, Zeta functions of certain two-parameter families of K3 surfaces via the Appell functions, preprint 
H. Ishimoto, The endoscopic classification of representations of non-quasi-split odd special orthogonal groups, 
Int. Math. Res. Not. IMRN 2024, no. 14, 10939–11012 
T. Matsusaka and M. Suzuki, Denominator identity for the affine Lie superalgebra 𝔰𝔰𝔰𝔰𝔰𝔰ˆ(2m,2m+1) and 
indefinite theta functions, preprint. 
R. Shii, On the Mazur-Tate refined conjecture for the anticyclotomic tower at inert primes, preprint. 
P.-J. Wong, On distributions of L'-values and orders of Sha groups in families of quadratic twists, preprint. 
Masao Oi, Green functions for positive-depth Deligne-Lusztig induction, preprint.  


